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23 
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
済
的
分
析
（
柏
尾
）
け
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
さ
て
、
経
営
上
の
三
つ
の
特
徴
と
は
何
で
あ
ろ
う
。
て
来
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
定
義
は
、
時
代
の
推
移
と
と
も
に
若
干
の
変
遷
が
見
ら
れ
る
が
、
経
営
上
の
三
つ
の
特
徴
は
一
貫
し
て
保
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
本
質
も
一
貫
し
て
続
く
こ
の
三
つ
の
特
徴
を
通
し
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
定
義
も
、
こ
の
三
特
徴
を
今
日
的
に
表
明
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
先
ず
第
一
の
店
の
種
類
に
関
し
て
は
、
山
組
織
を
持
つ
小
売
店
で
食
料
品
及
び
他
商
品
を
扱
う
」
な
ど
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
営
を
行
う
食
料
品
店
（
純
粋
の
食
料
品
店
及
び
食
料
品
中
心
の
店
）
を
指
す
こ
と
に
は
異
論
が
な
い
。
第
二
の
販
売
方
法
に
関
し
て
は
、
ど
の
規
定
も
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
一
致
し
て
い
る
。
特
に
、
少
な
く
と
も
、
缶
詰
、
酪
農
食
品
に
関
し
て
は
完
全
な
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
制
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
持
さ
れ
て
来
て
い
る
。
と
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ス
ー
。
ハ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
し
が
き
(
S
u
p
e
r
m
a
r
k
e
t
)
 
経
営
上
の
三
つ
の
特
徴
に
よ
っ
て
規
定
ず
け
ら
れ
一
は
店
の
種
類
、
二
は
販
売
方
法
、
三
は
経
営
規
模
の
三
点
に
お
い
て
特
徴
ず
「
高
度
に
部
門
別
化
さ
れ
た
食
料
品
店
」
或
は
「
高
度
の
部
門
別
の
定
義
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
百
貨
店
の
よ
う
に
部
門
別
経
ス
ー
。
ハ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
済
的
分
析
柏
尾
い
わ
ゆ
る
現
金
持
帰
主
昌
哉
24 
ッ
ト
大
規
模
小
売
形
態
と
い
う
形
に
仕
上
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。
義
(
C
a
s
h
,
a
n
d
'
c
a
r
r
y
)
の
方
法
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
制
の
採
用
は
、
必
然
的
に
商
業
労
働
（
流
通
費
）
を
減
少
せ
し
め
、
商
品
の
廉
価
且
つ
大
量
の
販
売
を
可
能
に
す
る
。
第
三
は
経
営
規
模
に
お
け
る
特
徴
で
あ
る
。
ス
ー
・
。
ハ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
原
初
形
態
は
、
従
来
の
食
料
品
小
売
店
よ
り
は
遥
か
に
総
合
図
的
で
は
あ
っ
た
が
、
必
ら
ず
し
も
取
り
立
て
て
い
う
程
大
規
模
と
い
う
存
在
で
も
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
急
速
に
大
規
模
化
し
た
の
に
は
つ
ま
り
、
高
度
に
部
門
別
化
さ
れ
た
食
料
品
店
と
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
制
と
い
う
二
つ
の
特
徴
は
、
流
通
を
担
当
す
る
大
商
業
資
本
に
と
っ
て
は
格
好
の
舞
台
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
折
か
ら
、
独
占
高
度
化
に
と
も
な
い
産
業
資
本
に
対
し
て
相
対
的
に
圧
迫
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
大
商
業
資
本
は
、
追
加
利
潤
の
源
泉
探
究
の
場
を
こ
こ
に
求
め
た
訳
で
あ
る
。
資
本
主
義
農
業
が
極
わ
め
て
順
調
に
発
達
し
た
ア
メ
リ
カ
で
も
、
農
業
は
工
業
に
較
ら
べ
る
と
規
模
が
小
さ
い
。
加
わ
え
て
、
多
数
の
小
商
品
生
産
者
を
も
包
含
し
て
い
る
。
こ
の
弱
小
産
業
部
門
で
あ
る
農
業
か
ら
主
と
し
て
造
出
さ
れ
る
食
料
品
は
、
商
業
資
本
に
と
っ
て
は
重
要
な
追
加
利
澗
の
源
泉
で
あ
っ
た
が
、
従
来
の
流
通
組
織
の
上
で
は
、
る
。
こ
う
し
て
、
む
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
U
折
も
折
こ
こ
へ
、
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
―
つ
の
革
新
的
食
料
品
流
通
組
織
が
出
現
し
た
訳
で
あ
一
九
三
五
年
以
降
、
大
商
業
資
本
が
本
格
的
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
経
営
に
進
出
し
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
⑱
 
だ
か
ら
、
第
三
の
経
営
規
模
と
い
う
点
で
は
、
年
間
最
低
売
上
げ
が
、
三
七
・
五
万
ド
ル
以
上
、
に
よ
り
人
に
よ
り
規
定
は
異
な
る
が
、
要
は
大
規
模
経
営
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
大
規
模
に
続
く
も
の
を
特
に
ス
ー
バ
レ
(Superette)
と
称
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
事
実
は
明
瞭
で
あ
ろ
う
。
床
面
積
の
二
倍
以
上
の
駐
車
場
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
規
定
も
、
や
は
り
帰
す
る
と
こ
ろ
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
大
規
模
経
営
の
必
要
条
件
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
そ
れ
だ
け
の
理
由
が
あ
っ
た
。
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
済
的
分
析
（
柏
尾
）
山
1
0
0万
ド
ル
以
上
な
ど
と
時
代
一
部
を
除
い
て
そ
れ
を
大
商
業
資
本
が
直
接
的
に
掴
ニ
四
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ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
済
的
分
析
（
柏
尾
）
行
い
、
こ
れ
を
、
現
在
流
通
革
新
と
い
う
名
の
下
に
脚
光
を
浴
び
つ
つ
あ
る
日
本
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
問
題
に
照
合
し
て
見
た
い
回
項
に
お
い
て
、
す
る
統
計
が
充
分
で
な
い
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
問
題
に
し
つ
つ
分
析
を
進
め
、
国
お
よ
び
日
本
の
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
問
題
に
焦
点
を
合
わ
す
こ
と
に
し
た
。
た
だ
、
よ
り
立
入
っ
た
分
析
が
で
き
な
か
っ
た
点
が
あ
る
の
が
心
残
り
で
あ
る
。
注
山
食
料
品
店
と
明
確
に
規
定
し
て
い
る
の
は
、
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
協
会
(
S
u
p
e
r
M
a
r
k
e
t
 I
n
s
t
i
t
u
t
e
)
、
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ィ
ン
グ
誌
(
S
u
p
e
r
m
a
r
k
e
t
M
e
r
c
h
a
n
d
i
s
i
n
g
)
な
ど
で
あ
り
、
食
料
品
中
心
と
し
て
い
る
が
、
た
だ
食
料
品
店
と
だ
け
限
定
し
な
い
で
規
定
範
囲
を
や
や
拡
大
し
て
い
る
の
が
、
M
.
M
.
N
i
m
m
e
r
m
a
n
(
T
h
e
 
S
u
p
e
r
m
a
r
k
e
t
s
,
 
1
9
5
5
)
や
P
h
i
l
l
i
p
s
,
D
u
n
c
a
n
 
(Mar,keting、
1
9
5
6
)
な
ど
で
あ
る
。
図
一
九
二
二
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
出
来
た
「
C
r
i
s
t
a
l
P
a
l
a
c
e
 M
a
r
k
e
t
」
に
し
て
も
、
一
九
一
1-0年
に
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
市
で
開
設
さ
れ
た
「
K
i
n
g
K
u
l
l
e
n
」
に
し
て
も
、
従
来
の
食
料
品
小
売
店
の
常
識
を
遥
か
に
越
え
た
存
在
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
当
時
の
い
わ
ゆ
る
大
規
模
小
売
店
で
あ
る
百
貨
店
な
ど
に
比
較
す
れ
ば
、
と
り
立
て
て
い
う
程
の
大
規
模
小
売
店
で
は
な
か
っ
た
。
③
S
u
p
e
r
m
a
r
k
e
t
 M
e
r
c
h
a
n
d
i
s
i
n
g
,
 1
9
5
7
定
義
山
S
u
p
e
r
M
a
r
k
e
t
 Institute, 
1960
中
仁
羞
{
と
思
う
。
従
っ
て
、
日
お
よ
び
口
項
に
お
い
て
は
、
さ
て
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
規
模
経
営
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
以
上
に
よ
っ
て
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
、。し
二
五
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
制
を
主
柱
と
す
る
高
度
に
部
門
別
化
さ
れ
た
総
合
食
料
品
店
で
大
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
発
生
と
発
展
と
の
経
済
的
分
析
を
、
そ
の
母
胎
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
日
本
の
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
26 
る
。
即
ち
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
堪
大
な
軍
需
を
軸
に
一
段
と
急
膨
張
し
た
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
は
、
早
く
も
戦
争
終
了
の
一
九
二
0
年
に
恐
慌
に
突
入
し
、
そ
の
深
刻
さ
は
い
わ
ゆ
る
一
般
的
危
機
と
し
て
表
明
さ
れ
る
程
の
激
し
さ
を
示
し
た
。
衆
知
の
よ
う
に
、
年
の
恐
慌
は
、
国
内
市
場
の
開
発
と
生
産
手
段
生
産
部
門
を
主
軸
と
し
た
産
業
合
理
化
に
象
徴
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
政
策
に
よ
っ
て
小
康
を
得
て
、
い
わ
ゆ
る
相
対
的
安
定
期
を
形
成
し
た
が
、
資
本
主
義
経
済
の
本
質
的
矛
盾
は
、
僅
か
九
年
後
の
一
九
二
九
年
の
世
界
大
恐
慌
の
爆
発
へ
と
連
ら
な
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
年
以
降
は
、
一
般
的
危
機
の
段
階
に
突
入
し
た
一
九
二
0
年
台
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
形
成
の
胎
動
期
に
当
た
一
九
0
0年
台
初
頭
か
ら
大
生
産
者
に
よ
っ
て
取
上
げ
ら
れ
実
行
に
移
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
配
給
費
節
約
の
運
動
が
、
二
〇
よ
り
強
力
に
な
り
一
般
化
し
、
更
に
は
単
に
配
給
費
節
約
の
範
囲
だ
け
で
な
く
な
っ
て
来
る
。
生
産
者
の
生
産
過
程
自
体
の
科
学
的
合
理
化
と
と
も
に
、
流
通
過
程
の
科
学
的
合
理
化
の
運
動
が
一
般
化
し
、
大
生
産
者
に
よ
る
流
通
過
程
合
理
化
が
旧
来
の
商
業
資
本
に
よ
る
流
通
組
織
を
蚕
食
し
始
め
る
。
こ
れ
は
、
既
に
、
大
生
産
者
に
よ
る
個
々
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
が
進
展
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
叉
、
こ
れ
は
、
同
時
に
産
業
資
本
の
商
業
資
本
へ
の
圧
迫
強
化
を
も
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
強
化
さ
れ
て
来
る
産
業
資
本
の
上
か
ら
の
圧
力
と
協
同
組
合
の
下
か
ら
の
蚕
食
に
対
し
て
、
商
業
資
本
も
旧
来
の
地
位
に
安
住
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
く
な
っ
て
来
る
。
商
業
資
本
が
自
ら
流
通
組
織
合
理
化
に
進
出
し
た
の
は
、
産
業
資
本
の
こ
の
よ
う
な
動
向
に
対
応
し
つ
つ
自
己
を
存
続
さ
せ
よ
う
と
す
る
自
衛
的
具
現
で
あ
り
、
百
貨
店
、
連
鎖
店
(
C
h
a
i
n
store)
、
通
信
販
売
店
(
M
a
i
l
'
o
r
d
e
r
 h
o
u
s
e
)
特
約
店
制
度
な
ど
な
ど
の
組
織
を
発
展
普
及
せ
し
め
て
行
っ
た
の
は
、
産
業
資
本
の
進
路
の
上
に
お
け
る
商
(-) 
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
ス
ー
。
ハ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ス
ー
ハ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
済
的
分
析
（
柏
尾
）
よ
り
深
度
を
深
め
て
激
化
し
、
二
六
一
九
二
〇
27 
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
済
的
分
析
（
柏
尾
）
心
と
し
て
い
た
が
、
一
九
二
六
年
…
R
a
l
f
e
s
G
r
o
c
e
r
y
0
 
一
九
一
六
年
…
C
l
a
r
e
n
c
e
S
a
n
n
d
e
r
0
 
と
こ
ろ
で
、
二
七
(Drive,in-market)
が
誕
生
し
た
が
、
こ
れ
は
―
つ
の
大
食
料
品
小
売
を
行
い
配
達
サ
ー
ビ
ス
を
中
山
例
え
ば
、
百
貨
店
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
最
盛
期
は
一
九
二
三
年
か
ら
一
九
二
八
年
の
時
期
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
し
、
連
鎖
店
の
繁
図
栄
期
も
こ
の
期
間
で
、
そ
の
売
上
高
は
全
小
売
販
売
高
の
三
割
に
も
達
す
る
程
で
あ
っ
た
。
更
に
、
通
信
阪
売
も
、
こ
の
時
期
を
契
機
と
し
て
大
き
く
発
展
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
今
問
題
と
す
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
、
こ
の
期
間
に
そ
の
原
初
形
態
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
0
年
台
の
前
記
の
よ
う
な
商
業
資
本
の
動
向
が
こ
の
期
間
に
一
般
化
し
て
い
た
こ
と
が
充
分
納
得
で
き
よ
う
。
一
九
二
九
年
の
恐
慌
勃
発
ま
で
に
出
現
し
た
ス
ー
。
＾
1
.
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
原
初
形
態
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
中
で
主
な
も
の
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
会
社
は
一
八
八
一
年
か
ら
バ
ー
ジ
ィ
ニ
ア
に
お
い
て
食
料
品
卸
売
を
行
っ
て
い
た
が
、
一
九
一
五
年
独
立
し
、
そ
の
翌
年
テ
ネ
シ
ー
州
に
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
食
料
品
店
を
開
設
し
た
。
一
九
二
二
年
…
Cristal
P
a
l
a
c
e
 M
a
r
k
e
t。
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
制
こ
そ
採
用
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
経
営
規
模
に
お
い
て
は
正
し
く
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
先
駆
と
考
え
て
も
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
こ
の
会
社
は
―
-
0
の
売
物
部
門
で
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
食
料
品
を
扱
い
、
四
、
三
五
0
台
の
自
動
車
駐
車
場
を
有
し
、
集
中
的
広
告
を
実
施
す
る
サ
ン
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
の
大
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
こ
の
会
社
も
古
く
一
八
七
二
年
か
ら
設
立
さ
れ
、
一
九
二
六
年
以
降
は
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
制
を
採
用
し
た
。
一
九
二
六
年
…
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
に
相
次
い
で
食
料
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
業
資
本
苦
肉
の
積
極
的
打
開
策
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
一
九
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に
突
入
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
生
産
者
は
、
し
て
い
る
。
の
形
成
は
一
九
二
九
年
の
恐
慌
以
後
の
こ
と
で
あ
り
、
き
な
建
造
物
の
中
に
、
多
く
の
独
立
の
食
料
品
店
が
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
原
初
形
態
と
見
な
さ
れ
る
主
要
な
も
の
を
観
察
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
大
き
く
分
け
る
と
二
つ
の
型
に
な
る
。
―
つ
は
、
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
制
を
採
用
し
た
食
料
品
店
で
あ
り
、
二
つ
は
、
総
合
的
な
大
食
料
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
。
ク
ラ
レ
ン
ス
・
サ
ン
ダ
ー
社
や
ラ
ル
フ
ス
・
グ
レ
イ
サ
リ
社
な
ど
は
前
者
に
属
し
、
ト
や
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
名
物
の
ド
ラ
イ
プ
・
イ
ン
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
は
後
者
に
当
た
る
。
ク
リ
ス
ク
ル
・
バ
レ
ス
・
マ
ー
ケ
ッ
こ
の
二
つ
の
型
の
食
料
品
店
は
そ
れ
ぞ
れ
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
半
面
の
特
徴
を
具
え
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
二
つ
の
型
が
結
合
さ
れ
て
始
め
て
現
代
的
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
現
代
的
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
本
格
的
に
現
出
し
た
の
と
軌
を
一
に
僅
か
九
年
目
に
め
ぐ
っ
て
来
た
一
九
二
九
年
の
恐
慌
は
、
世
界
的
に
未
増
有
の
激
し
さ
を
示
し
、
理
化
を
、
一
般
的
危
機
の
第
一
期
お
よ
び
第
二
期
に
お
い
て
実
施
し
た
生
産
自
体
の
合
よ
り
強
化
す
る
と
と
も
に
、
流
通
組
織
の
合
理
化
に
自
ら
強
力
に
進
出
し
始
め
る
の
で
あ
る
。
激
化
し
た
資
本
主
義
の
本
質
的
矛
盾
の
中
で
、
独
占
利
澗
を
保
証
し
自
己
を
存
続
し
て
行
く
た
め
に
は
、
大
生
産
者
は
、
従
来
商
人
の
独
自
的
領
域
と
さ
れ
て
い
た
流
通
過
程
を
自
ら
支
配
し
合
理
化
し
て
、
即
ち
、
生
産
は
も
と
よ
り
流
通
を
も
含
め
た
全
過
程
の
総
合
的
合
理
化
を
実
施
し
な
け
れ
ば
こ
う
し
て
、
な
ら
な
く
な
る
。
そ
の
役
割
の
一
端
を
担
っ
た
の
が
実
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
の
で
あ
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
三
つ
の
柱
と
い
わ
れ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
・
リ
サ
ー
チ
、
以
上
、
て
い
た
。
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
済
的
分
析
（
柏
尾
）
い
わ
ゆ
る
一
般
的
危
機
の
第
三
期
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
名
物
の
―
つ
に
な
っ
ニ
八
セ
ー
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ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
済
的
分
析
（
柏
尾
）
合
と
が
あ
る
。
今
、
た
だ
、
ば
な
ら
な
い
。
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
一
九
二
九
年
の
恐
慌
を
契
機
に
、
二
九
ル
ス
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
演
出
者
と
し
て
大
生
産
者
が
登
場
し
、
生
産
か
ら
流
通
を
も
含
め
た
総
合
的
経
営
へ
の
道
が
開
か
れ
る
訳
い
わ
ば
V
a
r
g
a
の
指
適
し
た
一
般
的
危
機
の
第
三
期
に
現
出
し
た
企
業
的
立
場
に
立
っ
た
所
論
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
成
立
の
社
会
経
済
的
基
盤
は
、
資
本
主
義
の
独
占
段
階
が
あ
る
程
度
高
度
化
し
、
従
っ
て
、
独
占
資
本
間
の
よ
り
高
度
の
競
争
が
激
化
し
、
資
本
主
義
経
済
の
本
質
的
矛
盾
が
、
恐
慌
と
危
機
と
を
同
時
に
招
来
す
る
よ
う
な
段
階
に
お
い
て
、
独
占
的
大
生
産
者
が
商
人
の
独
自
的
領
域
と
し
て
い
た
流
通
組
織
を
も
支
配
包
含
し
始
め
る
時
期
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
の
下
に
、
そ
の
具
体
策
と
し
て
独
占
的
企
業
の
立
場
か
ら
と
り
上
げ
ら
れ
た
の
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
主
体
は
、
独
占
的
企
業
で
あ
り
、
必
然
的
に
生
産
的
資
本
つ
ま
り
産
業
資
本
で
な
け
れ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
し
て
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
内
容
は
、
総
合
的
経
営
へ
の
道
と
し
て
個
別
資
本
的
立
場
か
ら
と
り
上
げ
ら
れ
た
個
々
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
場
合
と
そ
れ
ら
諸
活
動
の
全
体
を
社
会
経
済
的
立
場
か
ら
現
象
面
に
お
い
て
と
り
上
げ
る
場
一
九
二
九
年
の
恐
慌
を
契
機
に
ア
メ
リ
カ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
個
々
の
独
占
的
企
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
が
一
般
化
し
、
社
会
経
済
的
立
場
か
ら
見
て
も
マ
ー
ケ
テ
・
ィ
ン
グ
現
象
が
現
出
し
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
現
象
が
起
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
立
場
を
替
え
て
商
人
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
流
通
部
面
に
お
け
る
独
自
的
地
位
を
失
い
つ
つ
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
明
ら
か
に
そ
の
地
位
の
低
下
を
物
語
っ
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
段
階
は
、
産
業
資
本
の
商
業
資
本
へ
の
よ
り
高
度
の
圧
迫
過
程
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
が
、
商
業
資
本
の
独
自
的
領
域
で
あ
っ
た
流
通
過
程
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
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れ
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。
食
料
品
小
売
界
に
「
安
価
」
を
売
物
に
生
れ
出
た
食
料
品
連
鎖
店
は
、
食
料
品
小
売
界
で
の
勢
力
が
拡
大
し
独
占
的
傾
向
を
強
め
る
と
と
も
に
そ
の
地
位
に
安
住
し
安
価
と
い
う
特
徴
が
失
わ
れ
、
国
民
の
希
望
と
は
逆
の
方
向
に
進
ん
で
行
っ
た
の
で
あ
る
。
④
 
年
台
の
一
0
年
間
に
、
食
料
品
連
鎖
店
は
食
料
品
配
給
に
つ
い
て
は
一
歩
も
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
（
表
1
)
の
数
字
は
そ
こ
の
よ
う
に
、
全
食
料
品
店
数
の
一
七
形
を
占
め
総
売
上
高
の
四
0
彩
を
支
配
し
た
と
い
わ
れ
る
食
料
品
連
鎖
店
が
、
二
0
形
の
利
幅
の
上
に
安
住
し
て
、
配
給
組
織
の
合
理
化
を
お
こ
た
っ
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
配
給
組
織
合
理
化
を
主
柱
と
し
て
―
二
t
―
四
形
の
利
幅
で
充
分
な
利
潤
を
生
み
な
が
ら
経
営
す
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
勝
負
は
最
初
か
ら
判
然
と
し
て
い
こ
し
て
そ
の
任
に
当
た
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
、
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
誕
生
の
直
接
的
動
因
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
大
生
産
者
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
系
列
下
に
対
応
す
る
態
勢
を
整
え
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
、
追
加
利
潤
の
源
泉
と
し
て
の
中
ス
ー
。
ハ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
誕
生
の
基
本
的
条
件
は
成
小
工
業
や
農
業
生
産
者
を
よ
り
強
力
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
加
わ
え
て
、
一
九
二
九
年
の
恐
慌
以
来
、
国
民
所
得
は
急
激
に
減
少
し
失
業
者
は
急
増
し
、
危
機
は
更
に
深
刻
化
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
の
下
で
、
何
ら
か
の
方
法
に
よ
っ
て
安
価
な
食
料
品
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
商
業
資
本
の
追
加
利
潤
の
源
泉
と
し
て
は
も
と
よ
り
、
広
く
国
民
全
般
に
と
っ
て
も
要
望
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
叉
、
危
機
を
緩
和
し
、
低
賃
金
を
保
証
す
る
上
か
ら
産
業
資
本
全
体
に
と
っ
て
も
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
役
割
を
担
う
べ
き
地
位
に
あ
っ
た
食
料
品
連
鎖
店
が
、
動
脈
硬
化
を
起
一
九
二
〇
熟
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
対
し
て
、
商
業
資
本
は
、
が
産
業
資
本
に
よ
っ
て
直
接
的
に
支
配
さ
れ
始
め
た
点
に
お
い
て
何
よ
り
も
特
徴
的
で
あ
る
。
一
方
に
お
い
て
は
、
大
資
本
が
、
小
資
本
を
駆
逐
包
含
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
独
占
的
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
済
的
分
析
（
柏
尾
）
゜
31 
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
済
的
分
析
（
柏
尾
）
が
一
九
三
八
年
に
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
時
代
の
導
火
線
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
店
は
、
品
連
鎖
店
を
大
き
く
上
廻
る
廉
価
阪
売
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
当
時
の
K
i
n
g
K
u
l
l
e
n
の
価
格
政
策
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
囮
た
と
い
わ
れ
る
。
「三
0
0品
目
は
仕
入
値
段
の
ま
ま
で
売
り
、
二
0
0品
目
は
五
％
を
掛
け
て
売
り
、
-、九三
0
年
に
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
に
開
設
さ
れ
た
K
i
n
g
K
u
l
l
e
n
と
一
九
三
二
年
に
＝
リ
ザ
ペ
ス
に
開
と
も
に
、
広
大
な
空
工
場
を
賃
借
し
て
総
合
的
食
料
品
の
大
廉
売
で
ス
ク
ー
ト
し
た
。
両
者
は
見
る
間
に
大
発
展
し
、
次
に
来
た
る
本
格
的
ス
ー
。
＾
1
い
ず
れ
も
斬
新
的
な
方
法
で
経
営
を
行
い
、
少
な
く
と
も
食
料
一
九
三
七
年
の
恐
慌
を
契
機
に
し
て
、
大
商
業
資
本
の
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
進
出
を
促
が
し
た
。
そ
の
主
流
と
な
っ
た
の
が
、
従
来
の
独
占
食
料
品
連
鎖
店
で
あ
っ
た
。
C
r
o
g
e
r
 
A
m
e
r
¥
c
a
n
 S
t
o
r
e
と
N
a
t
i
o
n
a
l
S
t
o
r
e
が
一
九
三
九
年
に
そ
れ
ぞ
れ
近
代
的
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
経
営
に
進
出
し
た
の
は
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
大
成
功
は
、
1
0
0品
目
は
二
0
％
を
掛
け
て
売
る
こ
と
」
1
0
0品
目
は
一
五
彩
を
掛
け
た
値
段
で
売
り
、
（表 1)
食料品連鎖店の利幅推移
年度 I利 幅
1919 16.92彩
1922 19.57% 
1925 20.56劣
1927 20.60彩
1928 20.92% 
1929 20.65% 
1930 20.94彩
平均 20.58彩
倉本初夫・渥美俊一「日本
のスーパーマーケット」
P.18-19より引用
A
が
P
が
一
九
三
七
年
に
、
店
さ
れ
た
B
i
g
B
e
a
r
と
で
あ
る
。
こ
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
先
陣
が
、
こ。t
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(8) (7) (6) (5) (4) (3) (2) (1) 
こ
う
し
て
、
リ
カ
に
五
千
余
の
ス
ー
。
ハ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
営
業
し
て
お
り
、
そ
の
売
上
げ
は
全
食
料
品
の
二
0
形
を
占
め
る
二
六
億
ド
ル
に
及
ん
だ
⑧
 
と
い
う
。
こ
れ
は
、
正
し
く
食
料
品
配
給
上
の
一
大
変
革
に
違
い
な
か
っ
た
。
一
九
四
0
年
以
降
は
、
食
料
品
以
外
の
商
標
品
の
大
量
販
売
に
も
進
出
し
、
独
占
的
生
産
者
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
系
列
に
参
画
す
る
と
と
も
に
、
中
小
工
業
を
自
己
の
下
へ
系
列
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
進
展
と
軌
を
一
に
し
て
ア
メ
リ
カ
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
発
展
し
、
ゆ
る
戦
前
の
ス
ー
。
ハ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
時
代
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 S
t
o
r
e
 
S
a
l
e
s
 
I
n
d
e
x
 of 
t
h
e
 
F
e
d
e
r
a
l
 
R
e
s
e
r
v
e
 B
o
a
r
d
 
B
e
c
k
m
a
n
,
 M
a
y
n
a
r
d
 a
n
d
 D
a
v
i
d
s
o
n
,
 "
P
r
i
n
c
i
p
l
e
s
 of 
M
a
r
k
e
t
i
n
g
"
 1
9
5
7
,
 
P. 
194 
H•H. 
M
a
y
n
a
r
d
 a
n
d
 
T•N. 
B
e
c
k
m
a
n
,
 "
P
r
i
n
c
i
p
l
e
s
 of 
M
a
r
k
e
t
i
n
g
"
 1
9
5
2
,
 
P. 2
0
5
 
M
.
M
.
N
i
m
m
e
r
m
a
n
,
 "
 Su
p
e
r
 M
a
r
k
e
t
ー
A
R
e
v
o
l
u
t
i
o
n
 in 
d
i
s
t
r
i
b
u
t
i
o
n
"
 1
9
5
5
,
 
P. 1
5
 
M
.
M
.
N
i
m
m
e
r
m
a
n
,
0
p
.
 cit., 
P. 
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田
島
義
博
「
日
本
の
流
通
革
命
」
一
四
一
1
一
ー
一
四
四
頁
倉
本
初
夫
・
渥
美
俊
一
「
日
本
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
1
一
九
頁
B
e
c
k
m
a
n
,
 M
a
y
n
a
r
d
 a
n
d
 D
a
v
i
d
s
o
n
,
 "
P
r
i
n
c
i
p
l
e
s
 of 
M
a
r
k
e
t
i
n
g
,
"
 1
9
5
7
 
P. 2
1
8
 
が
見
ら
れ
る
。
更
に
、
得
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
、
そ
の
視
模
は
急
激
に
巨
大
化
し
て
行
っ
た
。
一
九
四
一
年
頃
に
い
わ
一
九
四
0
年
に
は
、
後
の
ス
ー
パ
レ
ッ
ト
を
も
含
め
て
全
ア
メ
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
経
営
に
お
い
て
、
部
門
別
管
理
や
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
制
が
極
め
て
高
度
の
経
営
能
率
を
あ
げ
い
わ
ゆ
る
日
用
品
分
野
を
も
掌
握
し
よ
う
と
す
る
動
き
ス
ー
〈
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
済
的
分
析
（
柏
尾
）
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い
る
。
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
済
的
分
析
（
柏
尾
）
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pe
本
su
倉
約
二
倍
強
の
増
加
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
食
料
品
売
上
高
の
上
で
は
約
七
倍
と
い
う
増
大
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
数
字
は
、
非
食
（表2) 売上げ区分別推移
年〈度＼分1全売食上料品I 形態別売上比（％）
スーパー 1スーパレ1小店食料品
（億ドル）マーケットット
1948 231 22 36 42 
1950- 257 33 32 35 
1952 304 44 30 26 
1954 369 53 29 18 
1956 429 62 28 10 
1958 483 68 24 8 
1960 526 69 23 8 
（
表
2
)
に
お
い
て
観
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
人
口
の
急
増
に
比
例
し
て
食
料
品
売
上
高
も
大
き
く
飛
躍
し
た
が
、
特
に
目
に
つ
く
の
は
、
（二）
こ
の
中
に
お
け
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
圧
倒
的
進
出
ぶ
り
で
あ
る
。
戦
前
に
は
、
ス
ー
。
＾
レ
ッ
ト
を
も
含
め
て
二
0
彩
の
食
料
品
売
上
高
し
か
占
め
て
い
な
か
っ
た
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
、
戦
後
は
、
。
ま
た
た
く
間
に
小
食
料
品
店
を
圧
倒
し
、
彩
を
含
め
る
と
、
実
に
九
二
彩
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
食
料
品
小
売
に
関
す
る
限
り
で
は
、
正
し
く
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
独
断
場
と
い
っ
て
よ
い
。
逆
に
、
小
食
料
品
店
の
存
在
は
最
小
限
に
ま
で
お
し
下
げ
ら
れ
消
減
の
一
歩
手
前
ま
で
来
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
な
る
程
、
小
食
料
品
店
は
、
（
表
3
)
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
数
こ
そ
む
や
み
と
多
い
が
売
上
高
は
一
割
に
も
満
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
数
の
上
で
こ
そ
一
九
四
五
年
か
ら
六
0
年
に
か
け
て
料
品
部
門
へ
の
拡
充
を
考
え
合
わ
す
と
、
戦
後
一
0
年
間
に
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
規
模
が
急
速
に
巨
大
化
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
六
0
年
に
は
、
実
に
全
食
料
品
売
上
高
の
六
九
彩
を
占
め
、
第
二
次
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
の
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
大
発
展
は
、
ス
ー
。
ハ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
現
勢
分
析
ス
ー
パ
レ
ッ
ト
の
一
九
目
を
見
張
ら
さ
れ
る
程
の
す
さ
ま
じ
い
も
の
で
あ
っ
た
。
34 
、
新
ら
し
い
独
立
店
は
、
広
く
最
寄
品
消
費
財
(
C
o
n
v
e
n
i
e
n
c
e
g
o
o
d
s
)
部
門
へ
も
ス
ー
バ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
経
営
っ
た
の
に
対
し
て
っ
て
そ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
路
線
（表
4
)
を
利
用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
方
で
は
、
大
生
産
者
の
商
標
品
を
扱
う
こ
と
に
よ
に
乗
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
、
中
小
工
業
の
商
品
を
集
中
的
に
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
追
加
利
潤
の
源
泉
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
（表3) 区分別店舗数および売上高 (1960年）
|スーパー 1スーパレノ 1小食料品店
マーケットト
独立店 16,200 55,800 168,000 
店 数 連鎖店 17,100 2,550 400 
（実数）
合計 33,300 58,350 168,400 
独立店 165 114 42 
売上高 連鎖店 196 75 0.25 
（億ドル）
合計 361 189 42.25 
倉本・注美「前掲書」 P.40~41から引用作製
で
き
る
。
―
つ
は
、
加
が
あ
げ
ら
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
れ
は
根
本
的
な
前
提
で
あ
る
。
第
二
に
、
連
鎖
店
が
食
料
品
部
門
に
固
執
し
て
容
易
に
非
食
料
品
部
門
へ
進
出
し
な
か
第
一
に
、
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
人
口
増
加
を
主
要
因
と
し
た
食
料
品
消
費
の
急
激
な
増
る
。
勿
論
、
最
初
は
連
鎖
店
経
営
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
圧
側
的
比
重
を
占
め
、
連
鎖
店
に
よ
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
界
の
独
占
的
地
位
が
固
ま
る
か
に
見
え
た
。
け
れ
ど
も
、
事
実
は
、
大
商
業
資
本
に
よ
る
独
立
店
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
、
僅
か
一
0
年
余
り
で
ほ
ぼ
旧
来
の
連
鎖
店
と
同
じ
力
を
持
つ
ま
で
に
成
長
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
何
故
で
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
ス
ー
。
ハ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
経
営
に
お
い
て
相
拮
抗
す
る
力
を
示
し
て
い
と
こ
ろ
で
、
絶
え
ず
巨
大
化
の
方
向
へ
進
み
続
け
る
ス
ー
。
ハ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
現
在
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
一
九
三
七
年
の
恐
慌
以
降
い
ち
早
く
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
経
営
に
進
出
し
、
い
わ
ゆ
る
本
格
的
ス
ー
バ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
経
営
の
先
陣
を
切
っ
た
昔
の
独
占
的
食
料
品
連
鎖
店
の
流
れ
を
中
核
と
し
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
二
つ
は
、
他
の
大
商
業
資
本
の
ス
ー
バ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
界
進
出
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
（
表
3
)
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
現
在
、
こ
の
二
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
済
的
分
析
（
柏
尾
）
一四
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ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
済
的
分
析
（
柏
尾
）
こ
の
よ
う
に
、
経
営
形
態
に
よ
る
二
大
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
に
せ
よ
、
大
盛
況
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
、
何
故
ス
ー
バ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
経
営
が
こ
の
よ
う
に
盛
況
を
示
す
の
で
あ
ろ
資
本
主
義
が
独
占
段
階
に
突
入
し
、
そ
れ
が
益
々
高
度
化
し
て
来
る
と
、
産
業
の
集
中
巨
大
化
に
比
例
し
て
商
業
も
変
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
巨
大
化
し
た
大
資
本
企
業
の
虐
大
な
商
品
を
さ
ば
く
た
め
に
商
業
資
本
も
集
中
し
て
強
力
な
も
の
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
産
業
に
お
け
る
資
本
の
集
中
独
占
の
進
行
は
、
商
業
資
本
の
活
動
範
囲
を
相
対
的
に
狭
め
て
来
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
独
占
段
階
の
高
度
化
は
、
生
産
手
段
生
産
部
門
の
産
業
を
急
激
に
成
長
さ
せ
、
商
品
流
通
は
、
商
人
の
手
を
経
過
し
な
い
こ
と
が
多
い
し
、
消
費
財
生
産
部
門
で
も
、
大
規
模
化
が
進
め
ば
進
む
程
、
激
化
し
、
商
業
操
作
は
単
純
化
の
方
向
へ
進
む
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
独
占
の
進
行
は
、
商
業
資
本
自
体
の
資
本
集
中
を
も
促
が
す
け
れ
ど
も
、
結
局
、
全
体
的
に
見
れ
ば
、
商
業
資
本
は
、
産
業
資
本
に
対
比
し
て
次
第
に
縮
小
し
弱
体
化
し
て
行
く
。
激
化
し
た
資
本
主
義
の
本
質
的
矛
盾
の
下
に
お
い
て
、
独
占
利
潤
を
求
め
続
け
る
た
め
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
傾
向
は
益
々
強
化
さ
れ
て
行
か
れ
ね
ば
そ
の
基
本
的
前
提
と
は
こ
う
で
あ
る
。
（表4)
スーパーマーケット
取扱商品目推移
這雙I取扱品目
1946 
1950 
1955 
1958 
田島「前掲書」 P.153
より引用
3,000 
3,750 
4,723 
5,600 
第
三
に
、
で
あ
る
。
一五
へ
の
方
向
へ
抜
け
目
な
く
前
進
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
"i 
戦
後
急
発
展
し
た
割
引
販
売
店
(Discount
house)
経
営
と
の
合
流
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
独
立
店
は
、
絶
え
ず
国
民
の
新
ら
し
い
消
費
欲
求
の
線
に
沿
っ
て
経
営
を
弾
力
的
に
行
っ
て
来
た
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
S
S
D
D
S
(
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l
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Service D
i
s
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n
t
 
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 Store) 
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
経
営
が
今
日
の
ア
メ
リ
カ
で
文
字
通
り
し
か
も
、
こ
の
部
門
の
不
完
全
競
争
が
36 
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⑥
 
⑥
 
R
未
増
有
の
人
口
増
加
を
主
要
因
と
し
た
食
料
品
消
費
の
急
増
。
め
た
い
。
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
現
出
し
発
展
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
一
般
に
経
営
上
の
長
所
と
見
ら
れ
る
も
の
は
次
の
通
り
で
ス
ー
一
方
で
は
、
独
占
的
大
生
産
者
の
系
列
に
入
る
こ
と
を
ね
ら
い
、
他
方
で
は
、
遅
れ
た
産
業
部
門
で
あ
る
食
料
品
生
産
部
門
や
中
小
工
業
か
ら
追
加
利
潤
の
源
泉
を
求
め
よ
う
と
す
る
。
ス
ー
。
ハ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
経
営
は
、
商
業
資
本
に
、
あ
る
程
度
こ
の
二
つ
の
要
求
を
か
な
え
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
商
標
品
を
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
独
占
的
大
生
産
者
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
路
線
に
直
結
し
、
他
の
一
般
食
料
品
や
最
寄
品
を
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
業
や
中
小
工
業
か
ら
追
加
利
以
上
の
よ
う
な
産
業
資
本
や
商
業
資
本
の
動
向
が
基
本
的
前
提
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
現
実
の
契
機
に
よ
っ
て
ス
ー
パ
図
と
こ
ろ
で
、
現
実
の
契
機
に
つ
い
て
は
既
に
多
く
の
学
者
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
総
括
的
に
整
理
す
る
に
と
ど
先
ず
、
社
会
経
済
的
背
景
の
面
を
問
題
に
し
よ
う
。
国
民
所
得
の
増
大
に
と
も
な
う
食
料
品
使
用
上
の
変
化
。
即
ち
、
肉
、
酪
農
製
品
な
ど
高
級
食
料
品
増
加
。
③
 
交
通
の
発
達
に
と
も
な
う
人
口
の
郊
外
移
動
と
郊
外
住
宅
式
消
費
財
購
入
法
の
発
生
。
商
標
品
が
増
加
し
て
食
料
品
最
寄
品
と
も
に
選
定
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
。
特
に
、
食
料
品
の
加
工
技
術
が
進
ん
だ
こ
と
。
以
上
の
よ
う
な
社
会
経
済
的
背
景
に
支
え
ら
れ
て
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
大
き
く
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
が
、
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
自
体
の
経
営
上
の
長
所
も
見
落
と
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
潤
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
動
向
に
対
し
て
、
商
業
資
本
は
、
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
正
し
く
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
路
線
な
の
で
あ
る
。
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
済
的
分
析
（
柏
尾
）
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注
(2) (1) 
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
済
的
分
析
（
柏
尾
）
廉
価
販
売
活
発
な
販
売
促
進
大
量
保
管
大
量
陳
列
一七
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
長
所
が
あ
る
に
も
せ
よ
、
こ
れ
を
可
能
に
し
発
展
さ
せ
た
の
は
、
何
よ
り
も
商
業
資
本
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
経
営
が
、
産
業
資
本
の
望
む
と
こ
ろ
と
矛
盾
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
の
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
、
独
占
的
大
生
産
者
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
路
線
の
上
で
行
わ
れ
、
更
に
は
、
遅
れ
た
産
業
部
門
で
あ
る
農
業
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
食
料
品
を
扱
う
こ
と
が
、
独
占
的
大
生
産
者
の
利
益
と
矛
盾
す
る
も
の
で
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
い
な
、
む
し
ろ
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
方
式
に
よ
る
流
通
経
路
合
理
化
に
と
も
な
う
食
料
品
価
格
の
低
下
は
、
低
賃
金
の
基
盤
と
し
て
、
産
業
資
本
に
と
っ
て
は
願
っ
て
も
な
い
要
望
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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新
し
い
小
売
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③
ア
メ
リ
カ
で
は
、
郊
外
住
宅
居
住
者
は
、
平
均
一
週
に
一
回
か
二
回
自
動
車
を
利
用
し
て
一
店
で
集
中
的
に
食
料
品
お
よ
び
最
寄
品
を
購
入
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
現
在
で
は
、
そ
の
購
入
も
単
に
女
性
の
み
で
な
く
男
性
が
か
な
り
の
率
を
占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
山
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e
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来
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
本
へ
の
い
わ
ゆ
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
移
入
は
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
ッ
プ
さ
れ
て
来
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
敗
戦
後
の
日
本
経
済
の
復
興
が
、
独
占
資
本
の
整
備
巨
大
化
を
軸
に
進
め
ら
れ
た
こ
と
は
衆
知
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
資
本
主
義
経
済
の
本
質
的
矛
盾
は
、
独
占
が
高
度
化
す
れ
ば
す
る
程
激
化
し
て
行
く
筈
で
あ
り
、
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
問
題
が
本
格
化
し
て
来
た
年
代
と
奇
し
く
も
一
致
又
事
実
そ
の
通
り
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
に
日
本
で
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
は
、
一
九
五
六
年
に
至
る
ま
で
独
占
資
本
に
よ
っ
て
さ
し
て
問
題
に
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
次
の
三
つ
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
第
一
に
は
、
財
閥
で
象
徴
さ
れ
た
か
つ
て
の
日
本
独
占
資
本
の
総
合
的
機
構
に
比
較
す
る
と
、
戦
後
の
独
占
資
本
は
あ
ら
ゆ
る
点
で
独
占
が
完
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
多
数
の
中
小
企
業
や
小
生
産
的
農
家
の
存
在
す
る
日
本
で
は
、
商
業
資
本
が
広
い
活
動
地
盤
を
有
し
、
強
力
な
力
を
保
持
し
続
け
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
固
定
資
本
の
増
大
か
ら
資
本
の
有
機
的
構
成
は
確
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
商
業
資
本
は
、
産
業
資
本
に
対
し
て
絶
対
的
に
は
も
と
よ
り
相
対
的
に
も
む
し
ろ
増
大
し
強
ま
っ
て
こ
の
根
強
い
商
業
資
本
に
対
し
て
、
戦
後
の
独
占
資
本
は
、
再
び
か
つ
て
の
財
閥
時
代
の
よ
う
に
、
商
業
資
本
の
独
自
的
活
動
分
野
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
、
上
か
ら
の
資
本
支
配
を
通
じ
て
商
業
資
本
全
体
を
支
配
系
列
化
し
、
あ
わ
せ
て
自
己
の
独
占
を
完
成
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
て
い
る
。
三
日
本
の
い
わ
ゆ
る
ス
ー
。
ハ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
分
析
H
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
済
的
分
析
（
柏
尾
）
一
九
五
六
年
以
降
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
一八
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ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
済
的
分
析
（
柏
尾
）
度
を
ゆ
る
め
、
国
民
の
生
活
水
準
も
多
少
は
向
上
し
た
。
正
に
、
一九
マ
r
ケ
テ
ィ
ソ
グ
活
動
開
始
の
条
件
は
整
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
五
の
に
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
五
六
年
を
契
機
に
、
独
占
資
本
は
真
剣
に
マ
ー
ケ
テ
二
つ
に
は
、
戦
後
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
傾
向
が
強
く
、
独
占
資
本
と
い
え
ど
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
が
計
画
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
整
備
さ
れ
連
繋
さ
れ
た
計
画
で
の
下
に
、
市
場
調
査
、
商
品
計
画
、
販
売
促
進
な
ど
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
行
う
に
は
、
最
後
は
、
市
場
の
狭
陰
に
起
因
し
て
い
る
。
日
本
の
労
働
者
層
の
低
賃
金
に
由
来
す
る
貧
困
は
、
農
地
改
革
を
お
え
た
と
は
い
え
依
然
と
し
て
零
細
経
営
か
ら
脱
却
で
き
な
い
ミ
ゼ
ラ
プ
ル
な
農
家
の
低
所
得
と
か
ら
ま
っ
て
、
と
こ
ろ
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
不
毛
の
地
と
見
ら
れ
た
日
本
で
も
、
産
従
っ
て
又
大
量
販
売
の
必
然
性
は
、
い
る
。
だ
か
ら
、
日
本
の
有
効
需
要
を
極
わ
め
て
小
さ
い
も
ィ
ン
グ
活
動
を
計
画
し
始
め
た
。
即
ち
、
資
本
主
義
の
必
然
の
運
命
で
あ
る
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
お
よ
び
そ
れ
に
と
も
な
う
大
量
生
日
本
資
本
主
義
に
と
っ
て
も
例
外
で
は
な
く
、
各
産
業
は
、
身
に
し
み
て
市
場
の
確
保
と
開
拓
の
必
要
を
痛
感
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
大
量
生
産
の
落
し
子
で
あ
る
大
量
商
品
は
山
積
し
た
。
又
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
進
行
の
速
六
年
以
来
、
独
占
資
本
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
真
険
に
と
り
上
げ
始
め
る
所
以
で
あ
る
。
か
＜
て
、
独
占
資
本
は
、
系
列
化
を
強
化
し
、
又
は
直
接
流
通
過
程
を
支
配
し
て
商
業
資
本
の
独
自
性
を
侵
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
独
占
資
本
の
下
に
か
な
り
系
列
化
が
進
み
又
流
通
過
程
へ
の
直
接
的
進
出
が
見
ら
れ
る
と
は
い
え
、
日
本
で
は
ま
だ
商
業
資
本
は
根
強
い
力
を
有
し
、
彼
ら
に
追
加
利
潤
を
与
え
る
源
泉
と
な
っ
て
い
る
中
小
企
業
や
小
生
産
的
農
民
も
堪
大
な
数
に
及
ん
で
い
わ
ゆ
る
新
興
産
業
部
門
に
お
い
て
は
か
な
り
進
ん
だ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
が
現
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
例
外
的
な
も
の
で
さ
え
あ
る
。
だ
か
ら
、
全
般
的
に
活
動
は
徐
々
に
進
行
し
て
い
る
と
は
い
え
、
今
の
と
こ
ろ
一
般
化
し
て
い
る
と
余
り
に
も
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
速
度
が
早
す
ぎ
た
の
で
あ
る
。
“° 
は
い
え
な
い
。
つ
ま
り
、
ま
だ
日
本
で
は
現
象
と
し
て
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
現
わ
れ
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
日
本
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
対
応
し
な
が
ら
日
本
の
い
わ
ゆ
る
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
論
じ
て
見
よ
う
。
な
お
、
最
初
か
ら
「
日
本
の
い
わ
ゆ
る
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
と
断
っ
て
あ
る
の
は
、
結
論
か
ら
先
に
述
べ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
本
格
的
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
だ
け
で
は
な
く
て
「
日
本
流
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
又
は
「
日
本
で
規
定
さ
れ
て
い
る
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
そ
れ
で
は
、
日
本
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
胎
動
と
も
見
ら
れ
る
事
実
を
観
察
し
よ
う
。
主
要
な
も
の
を
列
挙
す
れ
ば
次
の
よ
う
一
九
五
三
年
…
紀
ノ
国
屋
（
東
京
）
。
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
金
銭
登
録
機
会
社
の
指
導
で
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
制
を
採
用
し
た
。
一
九
五
五
年
…
丸
和
フ
ー
ド
・
セ
ン
ク
ー
（
小
倉
）
。
一
九
五
三
年
頃
か
ら
活
発
化
し
て
来
た
総
合
的
食
品
の
全
店
陳
列
方
式
を
採
用
し
た
上
に
、
本
格
的
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
制
を
採
用
し
た
。
こ
れ
も
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
金
銭
登
録
会
社
の
指
導
で
行
一
九
五
六
年
…
十
合
ス
ト
ア
（
久
留
米
）
。
岩
国
中
央
フ
ー
ド
・
セ
ン
ク
ー
（
岩
国
）
。
ま
る
よ
ス
ー
。
＾
ー
（
長
門
）
。
銀
ビ
ル
・
ス
ト
ア
ー
（
姫
路
）
。
一
九
五
七
年
…
主
婦
の
店
（
大
垣
1
号
、
青
森
2
号
、
小
倉
3
号
、
岐
阜
4
号、
一
の
宮
5
号
）
こ
れ
ら
主
婦
の
店
連
鎖
店
は
、
西
日
本
一
帯
に
発
生
し
た
が
、
翌
一
九
五
八
年
に
は
早
く
も
全
国
に
二
0
店
近
く
が
開
店
さ
れ
た
。
一
九
五
八
年
…
東
光
ス
ト
ア
。
東
横
百
貨
店
系
で
、
現
在
ま
で
―
二
の
店
舗
を
も
ち
、
日
本
で
は
一
応
大
視
模
に
近
い
ス
ー
パ
ー
マ
で
あ
る
。
ー
ケ
ッ
ト
の
―
つ
で
あ
る
。
わ
れ
た
。
ッ
ト
」
を
指
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
済
的
分
析
（
柏
尾
）
四
〇
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ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
済
的
分
析
（
柏
尾
）
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
一
九
六
0
年
以
後
急
増
し
、
四
い
る
。
一
九
六
二
年
に
は
、
全
国
で
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
店
は
二
、
マ
ル
イ
チ
―
二
0
坪
、
と
い
う
具
合
に
ほ
と
掴
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
規
定
に
よ
る
と
、
一
九
五
九
年
の
日
本
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
約
五
0
に
及
ん
で
一
九
五
九
年
…
主
婦
の
店
連
鎖
店
の
分
裂
。
こ
れ
は
、
脱
皮
で
あ
っ
た
。
日
本
的
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
原
初
形
態
が
最
初
に
体
験
し
た
発
展
へ
の
以
上
の
よ
う
に
、
次
々
と
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
形
成
へ
の
胎
動
が
相
次
ぎ
、
会
」
(
-
九
五
九
年
三
月
設
立
）
に
よ
る
定
義
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
「
単
独
経
営
に
よ
る
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
方
式
を
採
用
し
て
い
る
総
合
食
料
品
店
で
あ
っ
て
、
年
間
売
上
一
億
円
以
上
の
店
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
高
度
の
部
門
別
化
と
大
規
模
と
い
う
点
で
は
、
ま
だ
充
分
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
規
定
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
の
原
初
形
態
の
規
定
と
し
て
は
一
応
の
特
徴
を
い
る
。
し
か
し
、
売
上
げ
が
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
に
比
較
し
て
桁
違
い
に
小
さ
い
こ
と
は
、
規
模
の
点
に
お
い
て
、
ま
だ
充
分
な
成
長
を
見
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
同
年
の
主
要
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
敷
地
面
積
を
見
て
も
、
そ
ご
う
ス
ト
ア
三
五
0
坪
、
東
光
ス
ト
ア
（
二
店
で
）
二
七
0
坪
、
中
屋
二
五
0
坪
、
紀
ノ
国
屋
八
0
坪、
ん
ど
が
一
0
0な
い
し
三
0
0坪
前
後
の
典
型
的
中
小
企
業
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
日
本
流
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
い
わ
ば
ア
メ
リ
カ
の
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
店
に
当
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
店
数
は
、
②
 
三
五
五
を
数
え
、
う
ち
、
約
三
六
0
店
が
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
協
会
定
義
に
よ
る
日
本
流
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
て
戦
後
の
日
本
流
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
原
初
形
態
発
展
の
跡
を
た
ど
っ
て
見
る
と
、
三
つ
の
段
階
を
経
て
一
九
五
九
年
末
に
は
、
「
日
本
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
協
“2 
第
三
期
は
、
よ
う
。 例え
ば
、
た
結
果
と
も
い
え
よ
う
。
一
九
五
八
年
安
売
屋
で
ス
ク
ー
ト
し
た
ダ
イ
ニ
ー
は
、
一
九
六
一
年
に
は
大
小
七
つ
一
九
五
七
年
頃
か
ら
一
九
六
一
年
頃
ま
で
が
こ
の
期
間
に
当
る
。
一
方
で
零
細
資
本
の
脱
落
が
あ
り
、
他
方
で
は
資
本
集
第
一
段
階
は
、
食
料
品
店
の
総
合
化
と
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
制
の
採
用
が
、
ら
れ
た
期
間
で
あ
り
、
最
初
か
ら
食
料
品
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
日
用
品
や
衣
料
品
の
分
野
で
広
く
同
時
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
百
貨
店
の
安
売
場
（
特
売
場
）
の
発
展
と
折
か
ら
進
出
し
つ
つ
あ
っ
た
消
費
協
同
組
合
と
の
対
抗
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
第
二
の
段
階
は
、
日
本
流
ス
ー
バ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
大
量
進
出
期
で
あ
り
、
中
に
よ
る
大
規
模
化
傾
向
が
現
出
し
始
め
る
時
機
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
一
九
五
七
年
発
足
の
主
婦
の
店
は
、
連
槃
の
下
に
着
々
と
進
出
し
、
ッ
ト
網
を
東
京
近
在
に
張
り
め
ぐ
ら
し
た
。
又
、
の
店
を
持
ち
年
間
百
億
円
を
売
上
げ
る
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ヘ
成
長
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
主
婦
の
店
チ
ェ
ー
ン
は
一
九
五
九
年
に
分
裂
し
た
が
、
こ
れ
は
、
い
わ
ば
弱
小
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
店
が
全
国
的
に
増
加
し
、
で
き
な
く
な
っ
た
結
果
で
あ
り
、
一
九
六
一
年
頃
か
ら
現
在
に
至
る
期
間
で
、
い
わ
ゆ
る
本
格
的
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
化
へ
の
道
が
開
ら
か
い
わ
ゆ
る
ヴ
ォ
ラ
ン
ク
リ
・
チ
ェ
ー
ン
(
V
o
l
u
n
t
a
r
y
chains)
の
形
態
で
強
力
な
一
九
五
八
年
開
店
の
東
光
ス
ト
ア
は
、
強
力
な
資
本
を
背
景
に
た
ち
ま
ち
十
数
店
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ヴ
ォ
ラ
ン
ク
リ
・
チ
ェ
ー
ン
の
機
能
が
充
分
発
揮
い
う
な
ら
ば
、
弱
小
資
本
に
よ
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
界
進
出
の
限
界
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
日
本
流
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
本
格
的
ス
ー
。
ハ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
誕
生
す
る
と
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
大
資
本
の
進
出
特
に
大
商
業
資
本
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
界
進
出
が
見
ら
れ
一
九
五
0
年
頃
か
ら
五
七
年
頃
ま
で
に
該
当
す
る
。
た
だ
、
日
本
の
場
合
は
、
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
制
採
用
が
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
済
的
分
析
（
柏
尾
）
い
わ
ば
近
代
化
の
テ
ス
ト
と
し
て
初
歩
的
に
と
り
上
げ
四
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ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
済
的
分
析
（
柏
尾
）
し
て
来
た
。
数
少
な
い
独
占
食
料
品
を
握
る
大
生
産
者
が
、
う
と
し
て
い
る
。
に
本
格
的
進
出
の
気
運
は
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。
店
は
、 こ
の
東
光
ス
ト
ア
で
代
表
さ
れ
る
私
鉄
百
貨
店
資
本
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
界
進
出
の
意
欲
は
非
常
に
強
い
。
衆
知
の
よ
う
に
、
日
本
の
百
貨
店
は
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
と
違
っ
て
食
料
品
や
日
用
品
に
も
か
な
り
の
ウ
エ
イ
ト
を
持
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
日
本
の
百
貨
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
現
に
よ
り
そ
れ
と
直
接
競
合
関
係
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
叉
、
諸
条
件
か
ら
見
て
、
百
貨
店
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ヘ
の
進
出
も
容
易
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
百
貨
店
と
し
て
は
、
そ
の
繁
栄
に
確
信
が
与
え
ら
れ
た
現
在
、
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
界
へ
進
出
す
る
こ
と
が
一
挙
両
得
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
西
武
鉄
道
傘
下
の
西
武
百
貨
店
系
の
西
武
ス
ト
ア
、
阪
急
系
の
豊
中
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
近
鉄
系
の
あ
び
こ
ス
ト
ア
、
阪
神
系
の
グ
リ
ー
ン
西
宮
、
高
島
屋
系
の
高
島
屋
ス
ト
ア
、
大
丸
の
ピ
ー
コ
ッ
ク
・
ス
ト
ア
な
ど
な
ど
、
多
く
は
ま
だ
進
出
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、
既
叉
、
従
来
の
大
卸
売
商
業
か
ら
の
進
出
も
軌
道
に
乗
ろ
う
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
住
友
、
三
井
、
伊
藤
忠
、
明
治
屋
な
ど
の
各
商
事
会
社
が
既
に
充
分
な
検
討
を
行
い
、
着
々
と
進
出
を
開
始
し
て
い
る
。
更
に
、
他
に
サ
ー
ビ
ス
業
部
門
か
ら
の
資
本
も
積
極
化
し
よ
加
わ
え
て
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
最
も
縁
の
深
い
食
品
工
業
部
門
か
ら
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
界
へ
の
資
本
流
入
が
積
極
化
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
に
乗
り
出
す
こ
と
は
、
食
料
品
流
通
経
路
の
複
雑
で
数
少
な
い
本
格
的
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ヘ
と
成
長
し
た
。
る
期
間
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
か
な
り
明
瞭
に
掴
む
こ
と
が
で
き
る
。
四
例
え
ば
、
第
二
期
に
お
い
て
発
足
し
た
東
光
ス
ト
ア
は
、
東
急
傘
下
の
東
横
百
貨
店
系
の
資
本
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
経
営
は
、
最
初
は
や
や
実
験
的
試
み
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
前
途
を
確
信
す
る
や
急
激
に
拡
張
を
行
い
、
現
在
で
は
日
本ス
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で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
あ
た
か
も
日
本
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
活
発
化
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
拙
稿
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
の
理
論
的
分
析
と
批
判
」
（
関
大
・
研
究
双
書
）
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
金
銭
登
録
株
式
会
社
調
査
資
料
日
本
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
現
在
よ
う
や
く
本
格
化
の
段
階
に
突
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
格
的
ス
ー
パ
ー
マ
ー
注
(2) (1) 
四
日
本
の
い
わ
ゆ
る
ス
ー
。
ハ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
分
析
口
と
も
か
く
、
は
激
し
い
競
争
が
待
ち
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
界
の
大
資
本
旋
風
に
よ
っ
て
、
く
大
規
模
化
の
道
を
進
ん
で
い
る
代
表
で
あ
る
。
一
方
に
お
い
て
、
本
格
的
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
進
出
し
弱
小
非
能
率
さ
を
考
え
る
と
極
わ
め
て
有
意
義
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
大
洋
漁
業
、
日
本
水
産
、
極
洋
捕
鯨
、
宝
幸
水
産
な
ど
の
巨
大
水
産
会
社
は
、
単
に
自
社
製
品
だ
け
で
な
く
総
合
食
料
品
の
小
売
を
行
う
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
経
営
へ
と
進
出
を
開
始
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
商
業
資
本
の
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
界
進
出
に
対
応
し
て
、
既
存
の
日
本
流
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
存
続
を
維
持
し
発
展
す
る
た
め
に
は
、
次
第
に
大
規
模
化
の
方
向
へ
進
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
神
戸
の
ダ
イ
ニ
ー
は
う
ま
店
が
脱
落
し
て
行
く
が
、
他
方
、
従
来
の
小
売
商
業
者
の
自
営
に
よ
る
日
本
流
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
設
も
跡
を
絶
っ
て
い
な
い
ば
か
り
か
増
加
を
続
け
て
い
る
。
例
え
ば
、
神
戸
の
湊
川
ス
ー
パ
ー
が
五
五
の
小
売
店
の
出
資
で
開
設
さ
れ
た
よ
う
に
、
小
売
店
の
共
同
出
資
に
よ
る
ス
ー
パ
ー
界
進
出
が
目
立
ち
、
主
婦
の
店
チ
ェ
ー
ン
ヘ
の
加
入
者
も
増
加
す
る
一
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
勿
論
、
こ
こ
で
一
九
六
一
年
以
降
の
第
三
期
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
日
本
に
も
本
格
的
ス
ー
。
ハ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
現
わ
れ
始
め
た
の
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
済
的
分
析
（
柏
尾
）
一九ーニ
0
頁
四
四
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ス
ー
バ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
済
的
分
析
（
柏
尾
）
サ
ー
ビ
ス
店
の
進
出
が
見
ら
れ
て
い
な
い
。
四
五
含
む
）
で
も
、
全
売
上
食
料
品
の
推
定
一
0
形
内
外
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
金
銭
登
録
機
株
式
会
社
資
料
）
し
か
占
め
て
い
な
い
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
を
、
と
、
い
か
に
ウ
エ
イ
ト
が
小
さ
い
か
が
判
明
し
よ
う
。
日
本
で
は
、
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
な
ど
の
都
市
で
は
、
平
均
二
0
％
の
売
上
食
料
品
を
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
店
が
占
め
て
い
る
が
、
人
口
の
四
0
％
を
占
め
る
農
民
の
居
住
す
る
地
域
で
は
、
ほ
と
ん
ど
セ
ル
フ
・
ア
メ
リ
カ
の
ス
ー
。
ハ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
だ
け
で
六
九
％
、
ス
ー
パ
レ
ッ
ト
を
合
わ
せ
て
九
二
％
と
い
う
比
率
と
較
ら
べ
て
見
る
（表5) 府県別セルフ・サービス店数 (1962年6月）
北海道 I 60 山梨 10 広島 97 
富山 12 山口 51 
青森 39 
石川 30 （ 
中国） 246 岩手 34 
福井 11 
宮城 24 
静岡 96 徳島 16 
秋田 13 
愛知 91 香川 39 
山形 20 
岐阜 21 愛媛 30 
稿島 25 
高知 8 
（東北）I
（中部） 338 
155 
（四国） 93 
三重 30 
茨城 28 滋賀 ， 福岡 99 
栃木 22 京都 83 佐賀 14 
群馬 30 大阪 163 長崎 52 
千葉 30 兵庫 125 熊本 14 
埼玉 44 奈良 10 大分 18 
東京 461 和歌山 41 宮崎 30 
神奈川 136 
（近畿）I 鹿児島 24 461 
（関東） 751 
（九州） 251 鳥島 16 
新潟 30 島根
616  全国 2,355
長野 37 岡山
桝井善士郎「流通機構の諸問題」
月）より引用作製
ー
ビ
ス
店
（
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
五
五
を
数
え
る
に
至
っ
た
セ
ル
フ
・
サ
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
数
こ
そ
に
そ
の
発
展
は
全
く
将
来
の
こ
と
に
属
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
と
同
じ
ょ
う
＜
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
日
本
ケ
ッ
ト
の
本
格
化
は
文
字
通
り
よ
う
や
（産業能率， 1962年12
9
こ
ゞ
、
、
ナ
カ
ま
だ
日
本
の
ス
ー
。
ハ
ー
マ
ー
て
い
る
。
る
よ
う
に
物
す
ご
い
増
加
ぶ
り
を
見
せ
・
サ
ー
ビ
ス
店
は
、
（
表
5
)
に
示
さ
れ
ケ
ッ
ト
現
出
の
底
辺
を
支
え
る
セ
ル
フ
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（表6) 食料品小売店数推移
五 1 1950 1 
：間売上二億円以： I 633,0:： 
「商業統計表」より作製
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
の
商
業
資
本
は
、
ア
メ
リ
カ
に
比
較
す
る
と
、
ま
だ
産
業
資
本
に
対
し
て
か
の
か
。
見
よ
う
。
640,083 
137 
1956 
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
日
本
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
現
状
は
、
652,315 
346 
1962 
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
一
方
に
お
い
て
、
れ
る
。
例
え
ば
、
神
戸
市
で
は
、
ー
一
六
％
へ
と
急
増
し
、
徳
島
市
で
は
、
日
本
で
も
ス
ー
パ
け
れ
ど
も
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
食
料
品
小
売
に
お
い
て
ス
ー
バ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
占
め
る
割
合
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
は
認
め
ら
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
店
の
占
め
る
売
上
食
料
品
高
比
率
が
一
九
五
八
年
の
六
グ
ん
か
ら
一
九
六
二
年
の
21 
一
九
五
九
年
の
五
％
か
ら
一
九
六
二
年
の
一
五
％
へ
と
増
加
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
だ
か
ら
と
い
っ
て
食
料
品
小
売
店
数
は
決
し
て
減
少
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
若
干
ず
つ
増
加
さ
え
し
て
い
る
。
だ
が
、
（
表
6
)
で
も
判
る
よ
う
に
、
こ
の
に
ぶ
い
増
加
傾
向
の
中
で
、
大
規
模
食
料
品
店
が
急
激
に
進
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ヘ
の
段
階
を
着
実
に
登
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
発
展
の
諸
条
件
が
整
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
、
ト
発
展
の
方
向
へ
押
さ
れ
な
が
ら
も
な
お
且
つ
そ
れ
を
阻
止
す
る
要
因
が
働
い
て
い
る
た
め
、
早
急
な
発
展
へ
の
道
を
た
ど
ら
せ
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
以
下
、
こ
の
二
面
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
観
察
し
て
日
本
で
も
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
発
展
の
諸
条
件
が
ほ
ぼ
整
っ
た
と
い
う
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
な
り
根
強
い
力
を
保
持
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
事
実
は
、
日
本
で
は
商
業
資
本
が
安
泰
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
な
傾
向
は
、
都
市
で
は
大
低
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
済
的
分
析
（
柏
尾
）
日
本
流
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
進
出
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
本
格
的
四
六
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ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
済
的
分
析
（
柏
尾
）
行
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
次
の
二
つ
の
方
向
に
お
い
て
観
察
さ
れ
よ
う
。
わ
れ
て
来
た
こ
と
は
、
こ
の
過
程
を
物
語
っ
て
い
る
。
業
資
本
的
性
格
か
ら
産
業
資
本
的
性
格
へ
と
移
行
し
、
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
逆
で
、
日
本
独
占
資
本
の
非
近
代
化
を
示
す
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
。
下
請
機
構
や
系
列
化
に
見
ら
れ
る
上
か
ら
下
へ
の
し
わ
よ
せ
、
そ
の
底
辺
に
う
ご
め
く
複
雑
な
流
通
担
当
者
層
、
す
べ
て
は
矛
盾
に
満
ち
た
非
近
代
的
な
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
資
本
主
義
経
済
の
本
質
的
矛
盾
は
日
本
に
も
例
外
な
く
訪
ず
れ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
、
資
本
主
義
の
非
近
代
性
と
い
う
二
つ
の
要
因
を
と
も
な
っ
て
よ
り
強
力
に
現
わ
れ
て
来
る
。
従
っ
て
、
日
本
の
独
占
資
本
が
、
半
封
建
性
の
失
せ
た
現
在
先
ず
目
標
と
す
る
こ
と
は
、
近
代
化
へ
の
体
質
改
善
で
あ
る
。
戦
後
の
財
閥
が
、
商
こ
の
近
代
化
へ
の
体
質
改
善
の
過
程
こ
そ
、
力
が
比
較
的
強
力
だ
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
場
合
に
比
較
し
た
と
き
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
傾
向
と
し
て
は
、
資
本
も
又
ア
メ
リ
カ
的
方
向
へ
進
み
つ
つ
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
流
通
機
構
の
急
激
な
変
化
と
は
、
結
局
は
商
業
資
本
の
独
自
性
を
剥
奪
す
る
こ
と
に
よ
る
独
占
資
本
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
一
環
と
し
て
表
面
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
原
初
は
、
近
代
化
を
も
っ
て
発
足
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
近
代
化
の
波
が
流
通
過
程
に
現
わ
れ
た
と
き
、
湛
大
な
数
の
非
近
代
的
商
業
経
営
が
先
ず
姐
上
に
上
る
の
は
当
然
の
成
第
一
に
、
日
本
の
流
通
組
織
は
、
四
七
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
従
属
、
日
本
一
応
の
回
復
過
程
を
完
了
し
た
ア
メ
リ
カ
流
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ン
の
性
格
を
帯
び
、
い
わ
ゆ
る
家
柄
的
性
格
が
失
日
本
に
お
け
る
流
通
機
構
の
急
激
な
変
化
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。
商
業
資
本
の
日
本
の
商
業
つ
ま
り
、
一
部
を
除
い
て
、
経
営
規
模
が
小
さ
く
、
従
っ
て
生
産
性
が
極
端
に
低
い
こ
と
で
あ
る
。
（
表
7
)
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
日
本
商
店
の
九
九
彩
強
は
従
業
員
六
人
ま
で
の
零
細
商
業
で
あ
り
、
特
に
大
部
分
を
占
め
る
小
売
業
（
全
体
の
約
八
七
％
）
は
乎
均
従
業
員
二
人
半
と
い
う
資
本
以
前
の
存
在
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
生
産
性
は
極
度
に
低
く
、
ア
メ
リ
カ
平
均
の
48 
（表7) 商 店 構 成 (1957年）
商店数 商店形数徒1業店者当数り1販売彩額販1売店高当り月間
卸 売 業 I 179,856 13 7.2人 79.8 5,486千円
大 卸 売 業 4,658 0.3 62.9 39.3 104,229 
中小卸売業 175,198 12.7 5.7 40.5 2,861 
小 売 業 1,201,273 87 2.5 20.2 208 
百貨店 177 0.1 430.5 1.5 104,800 
中小零細小売業 1,201,096 86.9 2.4 18.7 193 
ノロ 計 I1 1,381,129 100.0 3.1 100.0 8,953 
「中小企業の統計的研究」 P.267より引用作製
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
二
つ
の
方
向
に
お
い
て
行
わ
れ
る
。
―
つ
は
、
商
業
資
本
界
要
す
る
に
、
独
占
資
本
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
活
発
化
に
と
も
な
う
流
通
機
構
の
近
代
化
こ
そ
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
発
生
の
前
提
な
の
で
あ
る
。
大
生
産
者
の
流
通
過
程
へ
の
直
接
進
出
は
、
旧
来
の
商
業
組
織
を
大
き
く
改
変
し
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
に
対
応
し
て
商
業
資
本
も
自
ら
の
道
を
打
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
既
に
述
が
、
資
本
の
集
中
統
合
と
相
ま
っ
て
活
発
化
し
て
来
た
以
所
で
あ
ろ
う
。
ル
ー
ト
・
セ
ー
ル
ス
な
ど
な
ど
の
流
通
経
路
単
純
化
中
統
合
が
急
速
に
進
行
し
始
め
る
根
拠
が
あ
る
。
三
0
分
の
一
以
下
で
、
維
持
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
日
本
で
も
大
卸
売
商
業
や
大
小
売
商
業
（
百
貨
店
）
が
、
数
こ
そ
少
な
い
け
れ
ど
も
一
応
水
準
並
の
成
果
を
あ
げ
発
展
し
続
け
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
済
的
分
析
（
柏
尾
）
し
ば
し
ば
自
己
の
労
賃
部
分
へ
の
食
迄
み
に
よ
っ
て
経
営
を
日
本
の
商
品
流
通
の
主
流
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
そ
の
比
率
か
ら
見
て
も
や
は
り
中
小
商
業
に
よ
っ
て
握
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
で
ほ
、
大
蔑
生
産
に
照
応
す
る
大
量
流
通
が
不
充
分
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
商
業
界
に
お
け
る
資
本
の
集
第
二
に
、
中
小
零
細
商
業
が
流
通
の
中
核
に
位
置
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
流
通
経
路
を
複
雑
に
し
且
つ
長
く
す
る
。
こ
れ
は
、
商
品
流
通
の
能
率
を
低
下
せ
し
め
、
大
生
産
者
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
に
と
っ
て
障
害
と
な
る
。
専
売
化
（
系
列
化
）
、
二
次
三
次
卸
売
除
去
、
直
売
、
四
八
49 
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
経
済
的
分
析
（
柏
尾
）
最
初
に
い
え
る
こ
と
は
、
見
よ
う
。
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
経
営
上
の
長
所
は
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
と
全
く
同
様
で
あ
る
か
ら
省
略
す
る
。
以
上
、
日
本
で
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
発
展
の
諸
条
件
が
ほ
ぼ
熟
し
て
来
た
事
実
を
分
析
し
た
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
、
こ
の
よ
う
に
、
発
展
の
諸
条
件
が
熟
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
且
つ
早
急
な
発
展
を
行
い
得
な
い
と
い
う
阻
止
的
要
因
を
観
察
し
て
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
発
生
の
前
提
が
ア
メ
リ
カ
程
強
固
に
成
立
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
が
遅
れ
た
の
と
全
く
同
じ
理
由
に
よ
る
。
な
お
、
④
 
⑥
 
⑥
 
に
お
い
て
独
占
集
中
を
強
行
し
て
、
自
ら
の
手
で
流
通
過
程
を
合
理
化
し
て
独
占
的
大
生
産
者
の
要
求
に
答
え
る
こ
と
で
あ
り
、
二
つ
が
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
経
営
で
あ
っ
た
。
は
、
食
料
品
生
産
部
門
や
中
小
工
業
か
ら
追
加
利
潤
の
源
泉
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
方
向
を
あ
る
程
度
実
現
さ
せ
る
の
ス
ー
バ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
こ
の
よ
う
な
方
向
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
当
然
そ
の
本
流
は
大
商
業
資
本
が
握
る
筈
の
も
の
で
あ
り
、
自
衛
的
弱
小
経
営
は
早
晩
脱
落
す
る
運
命
に
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
発
生
の
前
提
の
上
に
、
若
干
の
現
実
的
契
機
が
整
っ
た
と
き
、
初
め
て
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
発
展
へ
の
道
へ
出
発
す
る
。
こ
の
現
実
的
契
機
と
は
何
で
あ
ろ
う
。
普
通
、
大
な
り
小
な
り
ア
メ
リ
カ
の
場
合
と
似
た
よ
う
な
契
機
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
社
会
経
済
的
背
景
と
し
て
次
の
よ
う
な
事
実
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
家
族
構
成
の
改
革
に
と
も
な
う
近
代
的
食
生
活
の
発
展
。
人
口
の
郊
外
移
動
に
と
も
な
う
新
し
い
食
料
品
購
入
ル
ー
ト
の
形
成
。
商
標
品
の
漸
増
。
R
人
口
増
加
特
に
都
市
に
お
け
る
増
加
と
食
料
品
消
費
の
増
加
。
四
九
つ
ま
り
、
商
業
資
本
の
力
が
ま
だ
根
強
い
と
い
う
こ
と
で
あ
50 
注
山
日
本
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
協
会
資
料
図
徳
島
市
商
工
会
議
所
資
料
経
営
が
順
風
万
帆
に
行
く
と
は
保
証
し
か
ね
る
。
り
、
こ
れ
を
支
え
る
非
近
代
的
な
も
の
が
か
な
り
多
く
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ま
だ
総
人
口
の
四
割
近
く
を
次
に
、
非
近
代
的
な
零
細
農
家
が
こ
の
よ
う
に
多
い
と
い
う
事
実
は
、
前
四
九
頁
で
述
べ
た
R
R
R
④
の
現
実
的
契
機
が
未
発
達
な
交
通
網
と
相
ま
っ
て
実
は
都
市
の
み
の
現
象
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
に
は
熟
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
加
わ
え
て
、
近
代
的
食
生
活
が
普
及
し
て
い
る
と
は
い
え
、
ま
だ
米
食
中
心
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
ま
な
い
。
そ
の
米
は
配
給
制
で
あ
る
。
叉
、
生
も
の
の
好
き
な
こ
と
も
以
前
の
通
り
で
あ
る
。
動
物
性
タ
ン
パ
ク
は
魚
に
頼
っ
て
い
る
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
経
営
上
の
利
点
が
、
必
ら
ず
し
も
正
直
に
現
わ
れ
て
来
な
い
と
き
が
あ
る
。
衆
知
の
よ
う
に
、
店
大
な
零
細
小
売
店
の
存
在
は
、
い
わ
ば
日
本
の
潜
在
的
失
業
の
プ
ー
ル
で
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
絶
え
ず
脱
落
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
逆
に
、
こ
こ
へ
は
、
絶
え
ず
農
家
や
中
小
企
業
の
離
脱
者
が
集
ま
り
、
自
己
の
労
賃
部
分
へ
の
食
込
み
経
営
を
行
っ
て
い
る
。
過
当
競
争
か
ら
の
安
売
り
も
跡
を
絶
た
な
い
。
こ
れ
は
零
細
卸
売
商
業
に
し
て
も
同
様
で
、
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
あ
る
部
分
は
共
同
で
小
さ
い
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
店
へ
転
向
す
る
も
の
も
出
て
来
る
。
余
り
に
も
数
が
多
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
次
々
と
連
続
し
て
起
っ
て
来
る
。
こ
れ
で
は
、
ス
ー
。
＾
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
長
所
が
直
ち
に
実
現
し
、
そ
の
更
に
叉
、
日
本
で
は
、
家
庭
の
食
品
保
管
設
備
も
不
充
分
で
あ
る
。
吸
収
し
て
い
る
農
家
で
あ
り
、
危
大
な
数
の
中
小
・
零
細
工
業
経
営
で
あ
る
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ヅ
ト
の
経
済
的
分
析
（
柏
尾
）
い
う
な
ら
ば
、
現
実
的
契
機
も
ア
メ
リ
カ
程
そ
の
た
め
の
投
売
り
も
し
ば
し
ば
行
五
〇
